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1． 策定の背景
 

1-1. 人口減少・少子高齢化の

安芸高田市の人口は、このまま

す。国立社会保障・人口問題研究所

人、25年後には2.1 万人にまで

現在の人口の1/3がいなくなる

また、年齢階級別の比率を見

口の割合が高くなると予想されています

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段：安芸高田市の推計人口

背景にある主な社会情勢

の進展 

このままの状態で推移すればこの先も減少が続くものと

人口問題研究所の予測によれば、安芸高田市の人口は

にまで減少すると推計されています。この予測値

がいなくなる規模に相当します。 

見ると、高齢化率そのものは高止まりするものの

されています。 

上段：安芸高田市の推計人口 下段：安芸高田市の年齢階級別人口割合予測

出典：国立社会保障・人口問題研究所

社会情勢 

くものと予想されま

は10 年後に 2.6 万

予測値は、25 年後には

まりするものの、85歳以上人

下段：安芸高田市の年齢階級別人口割合予測 

出典：国立社会保障・人口問題研究所 推計人口 



 

旧町別にみると、今後10年

はこれまで人口を維持していましたが

後も継続的に人口が減少すると

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合併以降の

※国勢調査

  

年で人口を維持できるのは吉田町のみと予想されます

していましたが、今後は減少に転じると予想されます

すると予想されます。 

合併以降の旧町別の人口推移と将来予測人口 

国勢調査(H17,22)をベースとするコーホート変化率法を用いた独自推計値
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されます。八千代町

されます。他の地域は、今

をベースとするコーホート変化率法を用いた独自推計値 
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1-2. 安全・安心意識の高まり 

平成23年 3月に発生した東日本大震災とそれに伴う原発事故、平成 26年 8 月に広島市

で発生した土砂災害等、甚大な被害を及ぼし、かつ発生の予測が困難な自然災害が多発してい

ます。 

また、安心して子供を産み育てられる環境や、安定した社会保障制度に支えられ過ごす老後

の環境づくりなど、安全・安心に暮らせる地域社会の実現に対するニーズが高まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段：東日本大震災で発生した大津波の様子  下段：広島市で発生した土砂災害の様子 

 

  



 

1-3. 既存産業の低迷、新規産業

長期的な国内経済の低迷の中

り戻せない状況が続いています

農業法人における担い手育成が

わり上位につけています。また

を活用した観光振興、六次産業化

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段：安芸高田市の年齢別農業従事者数の推移

  

新規産業の胎動 

中、製造業がけん引してきた安芸高田市の地域経済

いています。農業は従事者の著しい高齢化と減少傾向

が動き始めています。医療福祉業の伸びは著しく

また、毛利元就や神楽、スポーツ、自然環境、農作物

六次産業化といった動きが活性化しつつあります。 

の年齢別農業従事者数の推移  下段：安芸高田市の産業大分類別従事者数

出典：国勢調査（
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地域経済も活気を取

傾向が続いていますが、

しく、卸小売業に代

農作物等の地域資源

 

の産業大分類別従事者数 

出典：国勢調査（H17,22） 
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1-4. 広域連携、選択と集中の加速 

人口減少・少子高齢化の進行に伴う税収の低下や社会保障費の増大、地方交付税の特定加

算措置の減額等、これからの財政運営はますます厳しいものになります。 

一方、住民ニーズは多様化・高度化しており、行政サービスには一層の専門化・高度化が求

められるようになっています。 

平成 26年には、人口 20 万人以上の地方中枢拠点都市と周辺市町村が柔軟に連携する、新

たな広域連携の制度の創設に関する基本方針が示され、同年5 月、広島市がそのモデル構築都

市のひとつに選ばれました。 

限られた予算の中で、できる限り充実した行政サービスの提供を持続できるよう、広域的視

点による行政機能の選択と集中の取組が進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広域連携の例：広島広域都市圏協議会 加盟自治体 
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1-5. 自助・共助・公助の進展 

前述したような厳しい行政運営が求められる中、行政・市民・地域・企業・団体が連携し、

それぞれの役割分担の下でまちづくりに携わっていく「自助・共助・公助」の取組がすすみ

つつあります。 

安芸高田市では、32の地域振興組織が設置されており、「協働のまちづくり」の重要な担

い手として、地域課題の集約・整理を行うとともに、行政へつなぐ役割を担っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安芸高田市の地域振興組織 分布図 
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2． 第一次総合計画の振り返り 
 

2-1. 前回計画の概要 

◆ 目指してきた姿 

安芸高田市では、豊かな自然に囲まれた歴史と伝統ある落着きを活かしながら、都市的魅力

と田園のやすらぎが共生した快適で潤いある生活空間や「安心」と「ゆとり」を備えた住み

やすさ、多様な働く場が確保された「安芸高田」らしさを創造し、ときが心地よく流れ、心と

きめく暮らしの中で、住民一人ひとりが生き生きと輝き、暮らせるまちを目指してきました。 

また、そのスローガンには「人 輝く・安芸高田 ～住民と行政が奏でる協働のまちづく

りを目指して～」を掲げました。このスローガンは、平成23 年に制定された市民憲章にも反

映されています。 

 

 

 

 

 

 

◆ まちづくりの基本方向 

また、将来像の実現に向けては、以下４つの方針の下で施策を展開してきました。 
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◆ 達成を目指した目標人口 

前回計画時点においても、安芸高田市のみならず広島県全体で人口減少が予想されていま

したが、安芸高田市は広島市・東広島市に近接するという好立地であることから、交通条件や

各種サービス機能の向上、生活環境の整備等、定住条件の更なる充実を図ることで、35,000

人（現状趨勢より5,000 人多い）の達成を目指してきました。 

なお、後期計画見直し段階において、目標人口は31,000 人に下方修正し、「人口増加」

から「人口減少への歯止め」へと方針を転換しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回計画時点（前期）における目標人口設定 
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2-2. 主な施策実績 

◆ 快適で賑わいのあるまちづくり（都市整備、安心・安全等） 

高齢者の方々の移動手段を確保するため、平成22 年から路線バス、予約乗合型「お太助ワ

ゴン」、市町村運営有償運送の３つを組み合わせた新公共交通システムの運行を始めました。 

また、光ネットワークを市内全域に敷設するとともに、お太助フォンを概ね全戸配備するこ

とで、ＩＣＴ環境の充実を図りました。 

防災面では、自主防災組織の設置を市内全域で進め、災害発生直後における自助・共助体制

の構築を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

お太助ワゴン                     自主防災組織の取組風景 

 

◆ 心豊かで創造性に富んだまちづくり（教育・文化） 

多文化共生社会の実現に向け、多文化共生プランを策定するとともに、多文化共生推進員・

相談員・翻訳通訳員を配置し、他地域から移住された方々の暮らしを支える体制を構築しま

した。 

学校教育では、保小中の連携推進を図るとともに、各校に学習補助員、教育介助員を配置し、

こどもたちの学習サポート体制を整えたほか、地元企業との連携により、高校生へのキャリア

教育を推進しました。 

また、生涯学習を支える環境を整えるため、安芸高田市文化センターを整備しました。 

 

 

 

 

 

 

 

クリスタルアージョ  
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◆ 人と環境にやさしいまちづくり（保健・福祉、生活環境等） 

子育て支援策として、公立みつや保育所を新設したほか、土曜日終日保育の実施、運営の民

間委託等により、保育所サービスの充実を図りました。 

高齢者に対しては、プール健康教室やウォーキング教室等を通じて健康づくりへの意識啓

発に努めたほか、市民総ヘルパー構想の下、地域福祉活動や在宅介護への支援に努めました。 

環境面では、環境基本計画を策定し、その啓発活動を行ったほか、資源リサイクルの推進を

図りました。また、葬斎場を新設するとともに、従来の火葬場はすべて廃止しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公立みつや保育所                清風会地域福祉センター 

◆ 多彩な生産と交流のまちづくり（産業・コミュニティ等） 

地域資源を活かした産業振興を図るため、神楽・元就を活用したブランド展開、あきろまん、

白ネギの栽培促進等に取り組みました。また、産業活動支援センターの設立、企業立地奨励条

例の施行等を通して、安芸高田市への企業誘致・起業を促進しました。 

コミュニティ活動では、広聴制度による「協働のまちづくり懇談会」や、まちづくり委員会

と共催する「市民フォーラム」を通じて、協働のまちづくりに対する機運の醸成に努めまし

た。 

また、空き家の実態調査とその結果に基づく有効活用を検討するとともに、空き家バンクの

活用を通して、都市部からの定住促進に努めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夜叉うどん                      白ネギ栽培の様子 
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2-3. これまでの取組の効果 

1) 目標人口の達成状況 

４つの基本方向と目標人口の達成を目指して10年間を取り組んできましたが、全国的な人

口減少、製造業を中心とした産業の縮小といった要因も重なったことで若者定住は十分に進

まず、計画最終年の人口は約30,000 人、目標人口31,000人に対して1,000 人の未達と

なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの 10 年間における目標人口及び実人口の推移 

 

2) 市民の満足度・重要度 

第一次総合計画の効果検証を行うにあたり、市民アンケート及びキーパーソンヒアリング

を行いました。結果詳細については資料編を参照してください。 

 

◆ 保健・福祉 

アンケートでは、満足度・重要度ともに高い傾向にありました。これまでの取組に対して一

定の評価がされていますが、さらなる少子高齢化が予想される中、より一層の施策充実が求め

られています。ヒアリングにおいても、地域福祉体制の充実に対する意見が多く寄せられまし

た。 

 

◆ 産業 

アンケートでは、満足度が最も低く、重要度が最も高い傾向にありました。ヒアリングでは、

「若者の働く場を確保する」という視点からの意見も多数寄せられました。若者の定住推進、

地域経済の維持、その両面から産業分野の活性化が求められています。  



 

◆ 安全安心、生活環境、教育文化

アンケートでは、満足度は高

市で大規模土砂災害が発生したこともあり

する意見が多数寄せられました

また、ヒアリングでは、コミュニケーション

力向上といった教育に関する意見

せられました。 

 

◆ 都市整備、コミュニティ 

アンケートでは満足度・重要度

心が薄いことをうかがわせます

かったこともあり、地域における

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民

 

3) その他 

多文化共生や自助・共助・公助等

認知度は3 割未満で、特に 30

必要性が裏付けられました。 

 

教育文化 

高い反面、重要度は相対的に低い傾向にありました

したこともあり、その後に実施したヒアリングでは

せられました。 

コミュニケーション力や考える力の育成、学力を

意見、里山保全・活用といった環境改善に関

重要度ともに低い傾向にありました。他の分野に

いことをうかがわせます。一方ヒアリングでは、地域活動に積極参加

における絆の再構築に関する意見が多く寄せられました

市民アンケートによる分野別の満足度・重要度 

公助等、これまで行政が掲げてきた協働のまちづくりに

30代以下の住民において認知されておらず、ＰＲ
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にありました。ただ、広島

したヒアリングでは自主防災に関

を含む中高教育の魅

関する意見も多く寄

に比べ、相対的に関

積極参加されている方が多

せられました。 

のまちづくりに対する

ＰＲを工夫していく


